
の
援
助
活
動
の
連
携
で
あ
る
。

　
学
校
は
、
子
供
へ
の
指
導
は
で
き
る
が
、
親

へ
の
指
導
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
。
地
域

の
福
祉
機
関
が
親
へ
の
指
導
を
行
い
、
あ
る
部

分
の
援
助
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
第
二
に
、
専
門
機
関
へ
の
通
院
が
必
要
な
場

合
は
、
途
中
で
勝
手
に
通
院
を
中
断
し
な
い
た

め
の
指
導
と
援
助
が
、
地
域
の
福
祉
機
関
と
の

連
携
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
第
三
に
、

一
時
的
な
理
由
で
子
供
の
養
育
が
困
難
な
場
合

は
、
近
隣
同
士
の
助
け
合
い
と
、
地
域
の
中
で

子
育
て
の
終
っ
た
在
宅
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

＜
下
田
久
子
・
戸
塚
小
学
校
養
護
教
諭
／
川
島

令
子
・
岩
崎
中
学
校
養
護
教
諭
＞

③
児
童
相
談
所
の
役
割
と
課
題

山
口
か
お
る

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
児
童
相
談
所
と
は

三
―
児
童
相
談
所
の
機
能

四
―
児
童
相
談
所
の
役
割

五
―
児
童
相
談
所
の
課
題

一
―
は
じ
め
に

　
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
私
の
視
点
が
ど

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
た
め

に
私
自
身
の
経
歴
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
私
は
昭
和
四
十
九
年
、
教
育
系
の
大
学
を
卒

業
し
、
横
浜
市
に
社
会
福
祉
職
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
新
任
研
修
の
後
配
属
さ
れ
た
の
が
、
中

央
児
童
相
談
所
の
前
に
あ
る
保
土
ヶ
谷
福
祉
事

務
所
で
あ
っ
た
。

　
福
祉
事
務
所
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

課
題
を
抱
え
た
人
達
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
私
は
こ
こ
で
生
活
保
護
担
当
ケ
ー
ス
ー
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
八
年
間
勤
務
し
た
。
生
活
保
護

は
、
経
済
的
側
面
へ
の
援
助
が
中
心
に
受
け
と

め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
抱
え
る
生
活
課
題
へ
の
援
助
も
重
要
な
仕
事

と
な
っ
て
い
る
。
生
活
課
題
に
は
、
出
産
、
育

児
、
疾
病
、
進
学
、
離
婚
、
就
労
、
高
齢
化

等
々
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
子
供
の
養
育
に
関
す
る
問
題
を
通
し
て

児
童
相
談
所
に
援
助
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

る
。

　
し
か
し
社
会
福
祉
の
機
関
に
働
き
、
し
か
も

児
童
相
談
所
の
目
の
前
に
い
な
が
ら
、
そ
の
機

能
を
充
分
に
理
解
で
き
ず
に
、
「
期
待
し
て
い

た
援
助
が
得
ら
れ
な
い
。
」
と
、
も
ど
か
し
い

想
い
を
抱
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
児
童
相
談
所
へ
転
勤
、
相
談
係
の
ケ

ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
（
児
童
福
祉
司
）
と
し
て
五

年
目
に
な
り
、
当
時
の
も
ど
か
し
さ
が
何
で
あ

っ
た
の
か
も
分
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
外
か
ら
見
て
い
た
児
童
相
談
所
、
内
に
入
っ

て
見
た
児
童
相
談
所
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に

し
て
行
く
こ
と
で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ぱ

と
思
い
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し

た
い
。

ニ
ー
児
童
相
談
所
と
は

　
　
「
児
童
相
談
所
は
、
児
童
福
祉
に
関
連
す
る

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
場
合
は
児
童
お
よ
び
家
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庭
に
関
す
る
調
査
、
判
定
、
診
断
お
よ
び
指
導

処
遇
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
専
門
的
機
能

を
持
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
相
談
、
判

定
、
措
置
、
指
導
、
一
時
保
護
を
業
務
と
す

る
。
」

　
家
族
病
理
学
講
座
四
「
児
童
福
祉
」
に
よ
る

表―1　児童相談所の組織図

と
以
上
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
中
央
・
南
部
の
二
つ

の
児
童
相
談
所
が
あ
る
。
中
央
児
童
相
談
所
が

九
区
（
鶴
見
・
神
奈
川
・
西
・
南
・
保
土
ヶ
谷

・
旭
・
港
北
・
緑
・
瀬
谷
）
、
南
部
児
童
相
談

所
が
七
区
（
中
・
港
南
・
磯
子
・
金
沢
・
戸
塚

・
栄
・
泉
）
を
管
轄
し
て
い
る
。

　
福
祉
事
務
所
が
一
区
に
一
ヵ
所
あ
る
の
に
較

べ
て
、
広
域
な
範
囲
を
管
轄
し
て
い
る
た
め

に
、
地
域
と
の
密
接
な
関
わ
り
が
持
ち
に
く
い

と
い
う
こ
と
が
分
る
。

　
更
に
、
職
員
配
置
の
状
況
を
見
て
い
く
と
、

表
―
１
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
表
を
も
と
に
各
係
の
業
務
と
人
的
配
置

を
み
て
い
き
た
い
。

①
措
置
係
　
児
童
の
相
談
の
受
付
面
接
を
業
務

と
し
、
そ
の
他
に
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
統

計
業
務
も
行
う
。
中
央
児
童
相
談
所
を
例
に
と

る
と
、
昭
和
五
十
九
年
度
新
規
受
付
件
数
が

二
、
二
九
三
件
で
、
こ
の
中
に
は
再
来
新
規
と

呼
ば
れ
る
受
付
面
接
を
通
ら
な
い
相
談
も
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
実
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ

の
大
部
分
を
相
談
調
査
員
六
人
で
対
応
し
て
い

る
。

②
相
談
係
　
児
童
及
び
家
庭
に
つ
い
て
の
相

談
、
調
査
、
指
導
、
そ
の
他
に
関
す
る
こ
と
を

業
務
と
し
、
受
付
面
接
で
家
庭
訪
問
、
長
期
の

指
導
、
施
設
入
所
等
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
ケ

ー
ス
を
扱
う
。
昭
和
五
十
九
年
度
新
規
受
付
件

数
は
六
〇
二
で
あ
る
が
、
前
年
度
か
ら
引
き
続

い
て
在
宅
指
導
を
行
っ
て
い
る
も
の
二
二
五
、

施
設
入
所
中
の
児
童
に
関
す
る
相
談
の
あ
っ
た

も
の
七
七
九
、
そ
の
他
一
で
総
計
一
、
六
四
八

の
相
談
を
一
三
人
で
対
応
し
て
い
る
。

③
診
断
指
導
係
　
児
童
の
医
学
的
、
心
理
学

的
、
教
育
学
的
、
社
会
学
的
及
び
精
神
衛
生
上

の
判
定
及
び
治
療
を
業
務
と
し
、
具
体
的
に
は

心
理
検
査
、
医
学
的
診
断
及
び
検
査
（
小
児
科

・
精
神
科
医
の
診
察
、
脳
波
検
査
等
）
、
継
続

指
導
・
心
理
治
療
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
診
断
指
導
係
は
、
医
師
、
看
護
婦
、
心
理
判

定
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
が
協
力
し
て
相
談

に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
、
統
計
的
に
は
多
岐
に

亘
る
が
、
心
理
検
査
だ
け
を
見
て
も
、
判
定
数

一
五
二
八
件
を
七
人
の
心
理
判
定
員
（
セ
ラ
ピ

ス
ト
ー
を
含
む
）
で
行
い
、
更
に
継
続
指
導
・

心
理
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

④
在
宅
指
導
係
　
在
宅
心
身
障
害
児
及
び
家
族

に
つ
い
て
の
相
談
並
び
に
調
査
指
導
を
業
務
と

し
、
在
宅
心
身
障
害
児
の
通
所
指
導
及
び
療
育

指
導
も
行
っ
て
い
る
。
在
宅
重
症
心
身
障
害
児

・
者
へ
の
援
助
は
、
訪
問
指
導
、
療
育
講
習

会
、
巡
回
療
育
相
談
、
通
所
指
導
、
緊
急
一
時

保
護
と
多
様
で
あ
り
、
医
師
、
保
健
婦
と
協
力

し
て
相
談
に
あ
た
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
在

宅
重
障
心
身
障
害
児
・
者
の
ケ
ー
ス
数
は
、
昭

和
五
十
九
年
度
で
三
二
万
そ
の
相
談
を
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
六
人
で
対
応
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
在
宅
指
導
係
は
、
在
宅
重
症
心
身
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障
害
児
・
者
へ
の
援
助
を
中
心
と
し
た
業
務
で

あ
っ
た
が
、
近
年
新
し
い
方
向
も
検
討
さ
れ
て

き
て
い
る
。

⑤
一
時
保
護
係
　
一
時
保
護
所
は
中
央
児
童
相

談
所
に
の
み
設
置
さ
れ
、
児
童
の
一
時
保
護
を

業
務
と
す
る
。
一
時
保
護
所
は
入
所
施
設
の
た

め
、
保
母
、
指
導
員
の
九
人
が
夜
勤
も
含
め
た

三
交
代
で
、
一
時
保
護
中
の
児
童
の
行
動
観
察
、

健
康
管
理
、
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
る
（
一
日

あ
た
り
平
均
入
所
人
員
は
一
六
・
六
人
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
つ
い

て
中
央
児
童
相
談
所
を
例
に
と
っ
て
、
業
務
、

人
的
配
置
、
取
扱
い
件
数
の
一
部
を
紹
介
し

た
。
こ
こ
で
は
、
広
域
な
範
囲
の
中
で
、
各
係

が
多
数
の
ケ
ー
ス
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

三
―
児
童
相
談
所
の
機
能

　
児
童
相
談
所
に
は
三
つ
の
機
能
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
。

①
法
的
権
限
を
背
景
と
す
る
施
設
等
へ
の
措
置

機
能

②
診
断
指
導
（
臨
床
治
療
）
機
能

③
一
時
保
護
機
能

こ
の
三
つ
め
機
能
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

①
―
法
的
権
限
を
背
景
と
す
る
施
設
等
へ
の
措

　
　
置
機
能

　
普
通
、
一
般
の
人
が
児
童
相
談
所
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
時
、
「
施
設
に
入
れ
る
と
こ
ろ
」
と
考

え
、
①
の
措
置
機
能
を
連
想
す
る
人
が
多
い
。

し
か
し
、
実
際
に
は
児
童
相
談
所
に
お
け
る
施

設
等
へ
の
措
置
件
数
の
割
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
高

い
わ
け
で
は
な
い
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
中
央
・
南
部
児

童
相
談
所
を
合
わ
せ
た
新
規
相
談
の
総
受
付
件

数
は
四
、
〇
一
九
で
あ
る
の
に
対
し
、
児
童
福

祉
施
設
入
所
件
数
は
四
二
二
と
全
体
の
一
割
強

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
最
も
施
設
入
所
の
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
養
護
相
談
（
保
護

者
の
家
出
、
死
亡
、
離
婚
、
入
院
等
の
理
由
で

児
童
を
養
育
で
き
な
い
と
い
う
相
談
）
で
あ
る

が
、
こ
の
相
談
に
お
い
て
も
新
規
受
付
件
数
は

六
六
六
、
そ
の
内
児
童
福
祉
施
設
入
所
は
二
二

一
と
三
割
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
そ
の
他
の
相
談
は
、
児
童
が
家
庭
の
中
で
安

定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
面
接
指

導
、
訪
問
指
導
、
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
遊
戯
治
療
等
の
継
続
的
な
通

所
指
導
の
い
ず
れ
か
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

児
童
相
談
所
で
対
応
し
て
い
る
相
談
の
内
、
施

設
入
所
と
い
う
方
法
を
と
る
も
の
の
割
合
は
少

く
、
在
宅
で
の
指
導
が
行
わ
れ
る
も
の
が
圧
倒

的
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
、
分
っ
て
頂
け
る
か

と
思
う
。

　
更
に
、
児
童
相
談
所
は
①
に
あ
る
よ
う
に
、

法
的
権
限
（
措
置
権
）
を
有
し
て
い
る
も
の

の
、
こ
れ
も
親
権
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、

児
童
の
施
設
入
所
に
際
し
て
は
親
権
者
の
同
意

を
前
提
と
す
る
。

　
多
く
の
場
合
は
、
児
童
の
問
題
を
整
理
し
、

必
要
な
対
応
、
環
境
等
に
つ
い
て
保
護
者
と
話

し
合
い
を
重
ね
、
時
間
を
か
け
て
考
え
て
行
く

の
で
、
施
設
入
所
の
方
向
が
出
た
時
に
は
、
保

護
者
も
そ
の
必
要
性
を
理
解
し
、
同
意
を
得
て

い
る
。
し
か
し
、
時
化
は
保
護
者
が
そ
の
必
要

性
を
理
解
し
な
い
場
合
、
又
必
要
性
は
理
解
し

て
も
決
断
を
下
せ
な
い
場
合
な
ど
が
あ
っ
て
、

親
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
施
設
入

所
と
い
う
方
法
が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ

う
し
た
ケ
ー
ス
の
中
で
、
児
童
の
福
祉
が
著
し

く
損
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所

の
審
判
に
委
ね
る
と
い
う
方
法
を
と
る
が
、
児

童
の
福
祉
に
と
っ
て
何
が
重
要
か
を
慎
重
に
検

討
し
て
行
う
た
め
、
そ
の
数
は
少
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
児
童
相
談
所
は
そ
の
機
能

の
一
つ
に
「
措
置
」
を
有
す
る
が
、
量
的
に
は

少
く
、
し
か
も
そ
の
権
限
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
が
分
る
。

②
―
診
断
指
導
（
臨
床
治
療
）
機
能

　
児
童
相
談
所
で
は
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
機
能

と
も
言
わ
れ
る
が
、
外
部
の
人
に
と
っ
て
は
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

　
通
常
、
「
継
続
指
導
、
心
理
治
療
」
と
呼
び
、

「
学
校
や
幼
稚
園
に
行
く
の
を
嫌
が
る
子
、
人

の
言
う
こ
と
に
無
関
心
で
自
分
勝
手
に
好
き
な

こ
と
を
し
て
い
る
子
。
養
育
状
態
や
生
活
環
境

に
よ
っ
て
起
る
特
異
な
癖
・
盗
み
・
乱
暴
等
の

反
社
会
的
・
非
社
会
的
な
行
動
を
持
っ
て
い
る

子
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
偏
り
を
持
っ

て
い
る
子
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
治
療
に
は
、
心
理
判
定
員
と
ケ
ー
ス
ー
ワ
ー

カ
ー
や
精
神
科
医
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
親
の
担

当
者
、
児
童
の
担
当
者
を
決
め
て
行
う
。
具
体

的
に
は
、
問
題
を
抱
え
た
児
童
と
保
護
者
に
定

期
的
に
来
所
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
が
保
護
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
児
童
へ

の
遊
戯
治
療
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
心
理
治

療
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
治
療
は
、
「
現
存
す
る
症
状
や
行
動
的
障
害

を
除
去
し
、
変
容
し
、
あ
る
い
は
そ
の
発
展
を

阻
止
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
積
極
的
に
人

格
の
発
展
や
成
長
を
促
進
し
、
同
時
に
そ
の
個

人
と
し
て
の
生
き
方
の
再
発
見
を
目
的
と
す

る
」
（
「
心
理
学
大
辞
典
」
）
た
め
、
長
期
に
亘

る
も
の
が
多
い
、
昭
和
五
十
九
年
度
中
に
治
療

が
終
結
し
た
も
の
の
内
、
施
設
入
所
・
他
機
関

紹
介
・
転
出
等
の
別
の
治
療
場
面
に
移
行
し
た

も
の
を
除
き
、
純
粋
に
治
ゆ
目
的
が
達
成
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
件
あ
た
り
の
指
導
回

数
が
平
均
二
十
回
を
越
え
て
い
る
こ
と
で
も
分

る
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
中
に
心
理
治
療
が
実
施
さ

れ
た
も
の
は
、
一
三
六
件
と
量
的
に
は
少
い
。

こ
れ
は
、
二
の
③
診
断
指
導
係
の
項
で
説
明
し

た
よ
う
に
、
心
理
検
査
・
医
学
的
診
断
及
び
検

査
等
の
業
務
を
行
う
一
方
で
な
さ
れ
る
た
め
件

調査季報91――86.1137



数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
。

③
―
一
時
保
護
機
能

二
の
⑤
一
時
保
護
係
で
触
れ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
「
一
時
保
護
は
児
童
の
生
活
環
境
が
著
し
く

悪
条
件
で
あ
る
た
め
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら

こ
れ
を
放
置
で
き
な
い
場
合
、
緊
急
保
護
の
必

要
が
あ
る
場
合
、
行
動
観
察
や
短
期
治
療
の
必

要
が
あ
る
場
合
」
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
、
児
童
相
談
所
に
お
い
て

一
時
保
護
し
た
件
数
は
二
七
六
、
延
日
数
は
六

千
六
十
日
。
一
日
平
均
の
保
護
人
員
は
一
六
・

六
人
、
一
児
童
あ
た
り
の
平
均
入
所
日
数
は
二

十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
相
談
所
に
お
け
る
一
時
保
護
機
能
は
、

緊
急
性
へ
の
対
応
、
児
童
を
処
遇
す
る
上
で
の

観
察
・
指
導
等
に
お
い
て
、
有
効
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

四
―
―
児
童
相
談
所
の
役
割
―
―

　
　
　
　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
あ

　
　
　
　
た
っ
て
―
―

　
関
係
機
関
と
の
連
携
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

参
考
に
し
た
い
文
が
あ
る
の
で
ま
ず
こ
れ
を
紹

介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
児
童
相
談
の
大
き
な
特
徴
は
、
成
人
の
場

合
と
異
っ
て
、
第
三
者
つ
ま
り
保
護
者
や
教

師
、
施
設
関
係
者
な
ど
児
童
に
直
接
か
か
わ
り

を
も
つ
者
が
問
題
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

始
ま
る
。
つ
ま
り
。
児
童
の
も
つ
既
題
と
と
も

に
、
第
三
者
の
ニ
ー
ズ
が
介
在
し
、
そ
の
ニ
ー

ズ
が
絡
ま
っ
て
問
題
解
決
の
妨
げ
に
な
る
の
で

あ
る
。
」
（
「
心
理
学
大
辞
典
」
）

　
児
童
相
談
所
で
は
、
児
童
の
も
つ
問
題
が
何

な
の
か
を
調
査
す
る
。
こ
れ
は
表
面
に
出
た
行

動
（
盗
み
、
家
出
、
落
ち
着
き
が
な
い
等
々
）

で
は
な
く
、
本
当
。
の
問
題
（
親
子
関
係
で
あ
っ

た
り
、
児
童
自
身
の
も
つ
性
格
、
児
童
の
置
か

れ
た
環
境
で
あ
っ
た
り
す
る
）
を
見
極
め
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
調
査
の
過
程
に

は
、
児
童
の
生
育
歴
・
家
族
関
係
・
交
遊
関
係

等
を
き
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
心
理
判
定
、
一

時
保
護
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
児
童
の
も
つ
本
当
の
問
題

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
児
童
の
表
面
に
出
た
行
動
も
結
果

と
し
て
改
善
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
児
童
の
本
当
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
も
、
保
護
者
に
解
決
の
意
欲
の
な
い
場

合
に
は
、
問
題
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
児
童
の

行
動
も
改
善
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
児
童
の
本

当
の
問
題
が
夫
婦
間
の
不
和
か
ら
き
て
い
る
情

緒
的
な
不
安
定
で
あ
る
時
、
こ
の
夫
婦
は
相
談

所
の
援
助
に
よ
っ
て
夫
婦
自
身
り
問
題
を
見
つ

め
直
し
、
夫
婦
関
係
の
改
善
を
図
っ
て
行
く
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
拒
否
し
た
時
に
は
、
問
題
は

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
場
合
、
保
護
者
の
一
方
に
「
児
童
の
問

題
を
改
善
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

本
当
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
夫
婦
関
係
の

改
善
に
つ
い
て
も
努
力
し
よ
う
と
す
る
が
、
保

護
者
の
も
う
一
方
に
、
「
夫
婦
の
問
題
は
大
人

の
問
題
で
あ
り
、
子
供
に
は
関
係
な
い
」
と
考

え
、
「
夫
婦
の
問
題
で
話
を
し
た
く
な
い
」
と

い
う
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
時
、
両
者
の
ニ

ー
ズ
は
一
致
せ
ず
に
問
題
の
解
決
を
妨
げ
ら
れ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
で
特
に
、
第
三
者
が
保
護

者
・
学
校
・
地
域
等
い
く
つ
に
も
分
か
れ
て
お

り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
異
る
時
に
関
係
機
関
と
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
次
に
そ
の
事
例
を
あ
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

①
―
Ｅ
子
の
場
合

　
児
童
　
Ｅ
子
（
小
学
五
年
生
）

　
家
族
構
成
　
実
父
（
会
社
員
）
、
継
母
、
Ｅ

　
子

　
問
題
　
Ｅ
子
の
万
引
き
、
家
出

　
経
過
　
Ｅ
子
が
五
歳
の
時
に
実
母
死
亡
。
Ｅ

子
は
田
舎
の
父
方
祖
父
母
宅
に
預
け
ら
れ
る
。

祖
父
母
は
高
齢
で
、
零
細
農
家
で
あ
っ
た
た

め
、
Ｅ
子
は
放
任
さ
れ
て
育
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
Ｅ
子
が
小
三
の
時
、
実
父
が
継
母
と
再

婚
を
し
て
Ｅ
子
を
引
き
と
っ
た
。
実
父
は
会
社

員
で
仕
事
が
忙
し
い
た
め
に
、
深
夜
に
な
ら
な

い
と
帰
宅
し
な
い
状
態
で
、
継
母
と
Ｅ
子
と
の

生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
間
も
な
く
、
Ｅ
子
が
近
所
の
店
か
ら
菓
子
を

万
引
き
し
た
こ
と
が
発
覚
、
そ
の
後
家
庭
か
ら

の
金
銭
の
持
出
し
も
始
ま
る
。
継
母
は
Ｅ
子
の

問
題
行
動
を
治
そ
う
と
し
て
。
叱
っ
た
り
、
。
叩

い
た
り
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
に
Ｅ
子
の
家
出

が
く
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
家
出
中
の
Ｅ
子
を
保
護
し

た
近
隣
の
人
が
、
Ｅ
子
の
訴
え
を
き
い
て
。

　
「
継
母
が
Ｅ
子
を
虐
待
し
て
い
る
。
」
と
学
校

に
相
談
を
し
て
、
学
校
か
ら
相
談
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

　
相
談
所
で
は
、
継
母
に
来
所
し
て
も
ら
い
、

事
情
を
き
く
と
前
述
の
よ
う
な
経
過
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
継
母
自
身
も
子
の
問
題
行
動
を
治

し
た
い
と
訴
え
、
相
談
所
の
援
助
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
継
母
は
、
声
の
大
き
な
人
で
明
る
い
、
カ
ラ

ッ
と
し
た
タ
イ
プ
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

Ｅ
子
の
問
題
行
動
を
治
そ
う
と
し
て
、
叱
っ
た

り
叩
い
た
り
し
て
い
る
声
が
、
近
隣
の
人
の
耳

に
入
り
、
「
継
母
の
虐
待
」
と
受
け
と
め
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
継
母
が
近
隣
の

人
と
交
際
が
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
。

　
児
童
相
談
所
で
は
、
Ｅ
子
を
一
時
保
護
し
、

心
理
判
定
、
行
動
観
察
を
行
い
、
一
方
で
継
母

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
っ
た
。
心
理
検
査

の
結
果
で
は
、
Ｅ
子
の
継
母
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
良
く
、
「
甘
え
た
い
、
認
め
て
欲
し
い
」

と
い
う
欲
求
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
表
現
し
て

よ
い
の
か
分
ら
ず
、
継
母
の
注
意
を
ひ
ぐ
た
め
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に
問
題
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ

た
。
こ
れ
は
保
護
所
で
の
行
動
観
察
か
ら
も
う

か
が
え
、
更
に
Ｅ
子
の
生
育
歴
、
（
実
母
は
Ｅ

子
を
出
産
後
、
病
気
が
ち
で
Ｅ
子
に
充
分
甘
え

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
父
方
祖
父
母
の
と
こ

ろ
で
も
放
任
さ
れ
て
い
た
）
か
ら
も
同
じ
こ
と

が
言
え
た
。

　
一
ヵ
月
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
を
継
母

に
説
明
し
、
継
母
の
Ｅ
子
に
対
す
る
対
応
を
指

導
し
、
Ｅ
子
を
帰
宅
さ
せ
た
。

　
帰
宅
後
の
継
母
、
Ｅ
子
に
対
し
て
も
、
ケ
ー

ス
ー
ワ
ー
カ
ー
が
関
わ
り
を
持
ち
、
指
導
を
続

け
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
学
校
・
近
隣
の
人
に

も
調
査
の
結
果
を
説
明
し
、
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

　
し
か
し
、
Ｅ
子
の
行
動
は
改
ま
ら
な
か
っ

た
。
Ｅ
子
が
問
題
を
起
こ
す
と
、
短
気
な
継
母

は
す
ぐ
に
怒
っ
て
し
ま
い
、
Ｅ
子
を
叩
い
た

り
、
叱
っ
た
り
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
近
隣

の
人
々
は
「
Ｅ
子
を
い
じ
め
て
い
る
」
と
受
け

と
め
、
家
出
を
し
た
Ｅ
子
を
家
に
泊
め
、
「
か

わ
い
そ
う
に
」
と
慰
め
る
こ
と
に
な
り
、
近
隣

と
継
母
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
っ
た
。

　
近
隣
の
人
々
は
、
Ｅ
子
の
家
出
の
頻
繁
な
こ

と
を
見
か
ね
て
「
継
母
が
い
じ
め
て
い
る
か

ら
」
と
受
け
と
め
、
「
Ｅ
子
を
施
設
に
入
れ
て

く
れ
」
と
相
談
所
に
訴
え
て
き
た
。
学
校
も
、

Ｅ
子
の
家
出
を
心
配
し
て
、
継
母
に
対
し
て
の

注
意
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
態
の
中
で
継
母
の
気
持
は
硬
化

し
て
し
ま
い
、
Ｅ
子
の
問
題
よ
り
も
近
隣
や
学

校
へ
の
反
発
か
ら
施
設
入
所
を
考
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
実
父
も
Ｅ

子
に
対
す
る
愛
情
と
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
Ｅ
子

の
実
態
を
把
握
し
な
い
ま
ま
施
設
入
所
を
拒
否

し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
Ｅ
子
自
身
が
、
悪

い
こ
と
を
し
て
も
家
出
を
す
れ
ば
近
隣
の
人
が

か
ば
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
覚
え
、
Ｅ
子
自
身
の

問
題
を
考
え
る
こ
と
も
な
く
、
気
の
向
く
ま
ま

に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
初
、
児
童
相
談
所
と
し
て
は
、
継
母
を
支

え
、
継
母
の
Ｅ
子
に
対
す
る
対
応
を
一
緒
に
考

え
て
行
く
こ
と
で
、
Ｅ
子
の
問
題
行
動
の
改
善

を
図
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
継
母
と
近
隣
・

学
校
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
く
中
で
、
継
母

も
疲
れ
は
て
、
Ｅ
子
自
身
も
そ
の
場
逃
れ
の
生

活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
児
童
相
談
所
で
は
、
Ｅ
子
を

再
度
一
時
保
護
し
、
心
理
判
定
、
行
動
観
察
等

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
検
査
の
結
果
か
ら

も
施
設
入
所
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達

し
た
。
実
父
、
継
母
に
も
Ｅ
子
の
実
情
、
検
査

の
結
果
を
充
分
に
説
明
し
、
保
護
者
の
同
意
を

得
て
施
設
入
所
を
決
定
し
た
。

　
安
定
し
た
環
境
の
中
で
、
Ｅ
子
に
行
動
規
範

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
更

に
、
Ｅ
子
の
「
甘
え
た
い
、
認
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
欲
求
を
表
現
す
る
方
法
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
施
設
か
ら
の
継
続
的
な
心

理
治
療
を
行
う
た
め
の
、
通
所
指
導
を
決
定
し

た
。

　
現
在
、
Ｅ
子
の
施
設
入
所
か
ら
一
年
経
過
し

た
が
、
Ｅ
子
の
問
題
は
な
く
な
り
、
施
設
職
員

に
も
素
直
に
甘
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
心
理
治
療
は
終
了
し
た
。
今
後
、
Ｅ
子

の
家
庭
復
帰
が
無
理
な
く
行
く
よ
う
に
調
整
し

て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
Ｅ
子
の
表
面
に
出
た
問
題

は
、
「
万
引
き
、
家
出
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｅ
子
の
本
当
の
問
題
は
、
Ｅ
子
の
生
育
歴
か
ら

く
る
対
人
関
係
の
下
手
さ
（
「
甘
え
た
い
、
認

め
ら
れ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
）
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
、
近
隣
の
「
継
母
が
Ｅ
子
を
虐
待
し

て
い
る
。
施
設
に
入
れ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
と
、
実
父
の
「
Ｅ
子
が
か
わ
い

そ
う
だ
か
ら
施
設
に
入
れ
た
く
な
い
。
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
絡
み
合
い
。
更
に
、
学
校
が
「
Ｅ

子
の
家
出
を
や
め
さ
せ
た
い
。
」
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
持
ち
、
継
母
と
い
う
立
場
か
ら
く
る
複
雑

な
継
母
の
気
持
が
絡
ん
で
、
本
当
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
方
法
（
継
母
の
Ｅ
子
に
対
す
る

対
応
の
指
導
）
が
と
れ
な
く
な
り
、
施
設
入
所

に
至
る
ま
で
も
、
長
い
期
間
を
必
要
と
し
だ
ケ

ー
ス
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
お
い

て
は
、
児
童
の
本
当
の
問
題
は
何
か
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
し
て

関
係
機
関
の
ニ
ー
ズ
と
児
童
相
談
所
の
方
針
と

が
一
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

五
―
児
童
相
談
所
の
課
題

　
児
童
相
談
所
は
、
従
来
個
別
ケ
ー
ス
の
処
遇

に
重
点
を
置
き
、
問
題
発
生
の
予
防
、
早
期
発

見
、
市
民
へ
の
啓
発
等
の
幅
広
い
健
全
育
成
活

動
の
必
要
性
を
実
感
し
な
が
ら
も
対
応
し
き
れ

な
い
で
い
た
。
近
年
、
地
域
・
家
庭
の
養
育
機

能
の
低
下
が
言
わ
れ
る
中
で
、
児
童
相
談
所
も

健
全
育
成
活
動
へ
の
新
し
い
試
み
を
始
め
て
い

る
。
「
巡
回
こ
ど
も
相
談
」
「
地
域
グ
ル
ー
プ

指
導
」
「
電
話
相
談
」
の
事
業
が
こ
れ
に
あ
た

る
。

　
「
巡
回
こ
ど
も
相
談
」
は
児
童
相
談
所
か
ら

遠
い
地
域
の
人
が
、
気
楽
に
相
談
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
精
神
科
医
・
相
談
員
・
心
理
判
定

員
・
看
護
婦
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
地
域
の
公

会
堂
、
地
区
セ
ン
タ
ー
等
で
相
談
を
受
け
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
相
談
の
内
容
は
、
「
夜
尿
・

し
つ
け
」
か
ら
「
非
行
」
ま
で
多
岐
に
わ
た
る

が
、
日
常
生
活
で
の
子
育
て
の
疑
問
や
不
安
に

対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
現
在
、
緑
区
。
港
北
区
、
鶴
見
区
、
南
区

で
実
施
し
て
い
る
。

　
「
電
話
相
談
」
も
同
じ
趣
旨
で
始
め
ら
れ
た

も
の
で
。
。
電
話
の
匿
名
性
、
手
軽
ざ
が
よ
り
相

談
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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「
地
域
グ
ル
ー
プ
指
導
」
は
、
六
十
一
－
年
度

か
も
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
緑
区
の
一
ヵ

所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の
児
童
に
遊
び
を

通
し
て
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
、
地

区
セ
ン
タ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
い
ず
れ
も
関
係
機
関
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
「
地
域
グ
ル
ー
プ

指
導
」
に
お
い
て
は
、
地
域
の
学
校
、
児
童
委

員
、
保
護
者
等
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
運

営
し
て
い
く
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
こ

う
し
た
新
し
い
方
向
を
充
実
・
強
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、
職
員
の
人
的
配
置
（
専
任
ス
タ
ッ

フ
が
必
要
）
を
し
て
、
関
係
機
関
と
の
密
接
な

新
し
い
形
の
連
携
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

※
文
中
の
事
例
は
来
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
守
る
た
め
に
、
実
際
の
事
例
を
も
と
に
筆
者

が
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
文
中
「
　
」
内
は
、
特
に
断
わ
り
の
な
い
限

　
り
、
児
童
相
談
所
事
業
概
要
（
昭
和
六
十
年

　
度
版
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

＜
民
生
局
中
央
児
童
相
談
所
相
談
係
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
＞
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